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二
〇
二
一
年
二
月
一
日
、中
国
で
は
「
海
警
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。

そ
れ
以
前
か
ら
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
に
頻
繁
に
出
没
し
て
い
た
中
国

海
警
の
船
舶
で
あ
る
が
、
海
警
法
の
施
行
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
り
、

今
後
ど
の
よ
う
な
様
相
が
生
じ
う
る
の
か
、
ま
た
日
本
を
は
じ
め
国

際
社
会
は
こ
の
中
国
の
態
様
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
問
い
に
対
す
る
一

つ
の
仮
説
で
あ
る
。

中
国
海
警
と
は
何
か

　

中
国
海
警
の
正
式
名
称
は
「
人
民
武
装
警
察
（
武
警
）
隊
海
警
部

隊
」
で
あ
り
、
武
警
の
一
部
門
で
あ
る
。
武
警
は
人
民
解
放
軍
、
民

兵
部
隊
と
並
ぶ
中
華
人
民
共
和
国
の
武
装
力
量
の
一
つ
で
あ
り
、
武

装
力
量
はarm

ed forces

と
英
訳
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
で
は
こ

れ
を
軍
隊
ま
た
は
軍
事
力
と
訳
す
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
人

民
解
放
軍
、
武
警
お
よ
び
民
兵
の
三
種
類
の
軍
事
力
は
、
二
〇
二
〇

年
に
改
正
さ
れ
た
「
国
防
法
」
に
よ
っ
て
等
し
く
併
記
さ
れ
、
人
民

解
放
軍
は
防
衛
作
戦
と
非
戦
争
的
軍
事
行
動
を
主
た
る
任
務
に
、
武

警
は
突
発
的
な
社
会
性
事
件
・
テ
ロ
活
動
へ
の
対
応
や
海
上
維
権
執

法
、
災
害
救
援
、
防
衛
作
戦
な
ど
を
、
民
兵
は
後
方
に
お
い
て
戦
争

に
備
え
つ
つ
非
戦
争
的
軍
事
行
動
や
防
衛
作
戦
を
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務

と
し
て
役
割
分
担
さ
れ
て
い
る
。
あ
え
て
わ
か
り
や
す
く
表
現
す
れ

ば
、
防
衛
作
戦
と
は
戦
争
・
武
力
紛
争
で
あ
り
、
非
戦
争
的
軍
事
行

動
と
は
武
力
紛
争
に
至
ら
な
い
軍
事
活
動
で
あ
る
。
つ
ま
り
人
民
解

放
軍
は
「
外
な
る
敵
」
か
ら
、
武
警
は
「
内
な
る
敵
」
か
ら
中
国
共

防
衛
研
究
所
教
育
部
長 

一
等
海
佐

山
本
勝
也

今
年
二
月
に
施
行
さ
れ
た
中
国
の
海
警
法
。

中
国
海
警
の
制
度
的
・
歴
史
的
ル
ー
ツ
を
紐
解
き
な
が
ら
、

中
国
の
国
内
論
理
が
貫
か
れ
る
海
警
法
の
問
題
点
と
、

国
際
社
会
の
対
応
を
考
え
る
。

や
ま
も
と　

か
つ
や　

防
衛
大
学
校
卒
業
、
中

国
国
防
大
学
研
修
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
修

了
。
護
衛
艦
し
ら
ゆ
き
艦
長
、
在
中
国
日
本
大

使
館
防
衛
駐
在
官
、
海
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
主

任
研
究
開
発
官
、
統
合
幕
僚
監
部
防
衛
交
流
班

長
、
米
海
軍
大
学
校
連
絡
官
兼
教
授
な
ど
を
歴

任
。二
〇
二
〇
年
よ
り
現
職
。共
著
に C

hina's 
M

aritim
e G

ray Zone O
perations 

な
ど
。

中
国
海
警
法
と
拡
大
す
る
国
内
論
理
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産
党
が
指
導
す
る
中
華
人
民
共
和
国
体
制
を
守
る
軍
事
力
で
あ
り
、

民
兵
は
そ
れ
ら
人
民
解
放
軍
や
武
警
を
支
援
す
る
軍
事
力
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

中
国
海
警
の
あ
ゆ
み

　

今
で
は
武
警
の
一
部
隊
で
あ
る
海
警
で
あ
る
が
、
つ
い
最
近
ま
で

は
全
く
異
な
る
属
性
を
有
し
て
い
た
。

　

二
〇
一
三
年
以
前
、
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
に
出
没
し
て
い
た
中

国
政
府
の
公
船
は
、「
中
国
海
監
」
や
「
中
国
漁
政
」
な
ど
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
国
土
資
源
部
国
家
海
洋
局
や
農
業
部
漁
政
局
な
ど
、
中
国

の
中
央
行
政
機
関
で
あ
る
国
務
院
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
法
執
行
や

資
源
調
査
、
漁
業
取
り
締
り
な
ど
を
行
う
行
政
機
関
の
船
舶
で
あ
っ

た
。
一
方
で
そ
の
頃
「
中
国
海
警
（China Coast Guard

）」
を

名
乗
り
、
武
警
と
公
安
部
の
双
方
か
ら
の
指
導
を
受
け
て
い
た
「
公

安
辺
防
海
警
総
隊
」
は
、
一
〇
〇
〇
ト
ン
に
満
た
な
い
小
規
模
艦
艇

に
よ
っ
て
も
っ
ぱ
ら
大
陸
沿
岸
一
二
海
里
の
領
海
内
に
お
い
て
、
密

漁
や
密
輸
の
取
り
締
ま
り
を
主
た
る
任
務
と
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
組
織
は
一
三
年
に
国
土
資
源
部
の
管
理
下
に
、
行
政
機

関
と
し
て
国
家
海
洋
局
、
執
行
部
隊
と
し
て
中
国
海
警
局
（China 

Coast Guard

）
の
二
枚
看
板
を
掲
げ
た
海
上
法
執
行
機
関
と
し
て

統
合
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
八
年
に
中
国
海
警
局
は
武
警
に
移
管
、

武
警
海
警
部
隊
と
し
て
再
編
さ
れ
、
二
〇
年
以
降
に
行
わ
れ
た
国
防

法
お
よ
び
武
警
法
の
改
正
と
海
警
法
の
制
定
に
よ
り
、
名
実
と
も
に

武
警
の
一
部
隊
、
中
国
の
三
大
軍
事
力
の
一
翼
と
し
て
国
際
社
会
の

注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
我
が
国
の
一
部
に
は
海
警
が
軍
隊
と
し
て
の
地
位
を

明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
批
判
す
る
向
き
が
あ
る
が
、
国
際
社

会
で
は
海
上
法
執
行
を
担
う
組
織
が
軍
隊
・
軍
事
力
で
あ
る
こ
と
の

み
を
も
っ
て
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

我
が
国
の
場
合
、
海
上
保
安
庁
は
軍
隊
で
は
な
い
法
執
行
機
関
と

さ
れ
る
。
防
衛
力
と
警
察
力
を
明
確
に
分
離
し
た
日
本
モ
デ
ル
は
、

大
航
海
時
代
か
ら
続
く
海
洋
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
、
最
も
先
進
的
で

洗
練
さ
れ
た
役
割
分
担
の
姿
と
言
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
国
際

社
会
で
は
国
家
の
規
模
や
周
辺
環
境
、
そ
の
国
が
歩
ん
で
き
た
歴
史

に
よ
っ
て
、
海
軍
力
と
海
上
法
執
行
力
の
役
割
分
担
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
一
様
で
は
な
い
。
米
国
の
沿
岸
警
備
隊
は
、
陸
海
空
軍
や
海
兵

隊
お
よ
び
宇
宙
軍
と
と
も
に
合
衆
国
軍
隊
を
構
成
す
る
軍
種
の
一
つ

で
あ
り
、
英
国
で
は
海
軍
が
海
上
警
察
の
任
務
を
担
っ
て
い
る
。
沿

岸
警
備
隊
が
海
上
防
衛
力
を
も
担
当
し
て
い
る
国
も
あ
る
。
我
が
国

も
「
海
上
警
備
行
動
」
が
下
令
さ
れ
れ
ば
、
自
衛
隊
が
海
上
保
安
庁

に
代
わ
っ
て
法
執
行
活
動
を
行
う
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中

国
が
軍
隊
に
海
上
法
執
行
の
任
務
を
与
え
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
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な
い
。
今
回
の
海
警
再
編
に
つ
い
て
は
、
米
国
を
範
と
し
た
と
す
る

中
国
の
識
者
も
い
る
。

戦
時
の
防
衛
作
戦
も
重
要
な
任
務

　

海
警
法
の
制
定
を
機
に
海
警
の
任
務
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る

が
、そ
の
任
務
は
海
上
法
執
行
の
み
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

海
警
法
の
上
位
法
令
で
あ
る
国
防
法
や
武
警
法
に
は
、
武
警
の
任

務
と
し
て
「
突
発
的
な
社
会
性
事
件
・
テ
ロ
活
動
」
へ
の
対
応
や
海

上
維
権
執
法
、
災
害
救
援
、
防
衛
作
戦
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
海
警
を
除
外
す
る
規
定
は
な
く
、
単
に
武
警
が
実
施
す
る
海

上
維
権
執
法
は
別
の
法
律
に
よ
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
ま
た
、
海
警
法
に
お
い
て
も
防
衛
作
戦
な
ど
は
関
係
法
令
お
よ

び
中
央
軍
事
委
員
会
の
命
令
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
武
警
や

海
警
か
ら
見
れ
ば
、
海
警
法
の
規
定
は
複
数
の
任
務
の
一
つ
に
す
ぎ

ず
、
上
位
法
令
で
定
め
ら
れ
た
防
衛
作
戦
な
ど
も
当
然
に
重
要
な
任

務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
武
警
法
で
は
人
民
解
放
軍
と
の
統
合
訓
練
が

平
素
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
中
国
海
警
は
海

上
保
安
庁
に
相
当
す
る
海
上
法
執
行
に
従
事
す
る
と
同
時
に
、
平
素

か
ら
人
民
解
放
軍
と
緊
密
に
連
携
し
て
軍
隊
と
し
て
の
能
力
や
組
織

文
化
の
醸
成
に
努
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
中
国
の
努
力
も
、
米
国
の
沿
岸
警
備
隊
と
海
軍
と
の
関
係
に
照
ら

せ
ば
特
段
問
題
が
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
海
警
が
法
執
行
に
従
事
す
る
と
き
に
は
、
彼
ら
は
軍

人
の
マ
イ
ン
ド
と
組
織
文
化
を
背
景
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

海
警
法
へ
の
疑
念
と
課
題

　

そ
れ
で
は
、
海
警
法
の
制
定
に
お
い
て
国
際
社
会
が
懸
念
す
る
問

題
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
国
際
公
共
財
と
呼
ば
れ
る
海
洋
、

す
な
わ
ち
領
海
と
い
え
ど
も
第
三
国
に
一
定
の
権
利
が
保
障
さ
れ

る
、
国
際
法
が
大
い
に
関
わ
る
領
域
に
お
け
る
活
動
を
規
定
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
警
法
が
国
際
社
会
の
ル
ー
ル
を
な
い
が
し

ろ
に
し
た
、
中
国
の
一
方
的
な
国
内
論
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。

（
１
）「
内
な
る
敵
に
対
す
る
軍
事
力
」
が
持
つ
組
織
文
化

　

そ
の
第
一
は
、海
警
が
武
警
の
一
部
門
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。

　

前
述
の
通
り
、
武
警
は
中
国
の
三
大
軍
事
力
の
一
つ
で
あ
る
が
、

そ
の
任
務
は
も
っ
ぱ
ら
「
内
な
る
敵
」
に
対
す
る
軍
事
力
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
の
改
編
に
よ
っ
て
、
中
国
の
警
察
行
政
を
主
管
す
る
国

務
院
公
安
部
と
軍
事
力
の
最
高
指
導
機
関
で
あ
る
中
央
軍
事
委
員
会

と
の
双
方
の
指
導
を
受
け
て
い
た
従
前
の
体
制
か
ら
、
国
務
院
の
指
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導
を
離
れ
た
中
央
軍
事
委
員
会
の
統
一
的
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
、
武
警
は
「
内
な
る
敵
に
対
す
る
警
察
力
」
か
ら
「
内
な
る
敵
に

対
す
る
軍
事
力
」
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
明
確
に
し
た
。
武
警
の
主
た

る
活
動
の
舞
台
は
、
絶
対
的
な
主
権
下
に
あ
る
領
土
で
あ
り
、
そ
の

活
動
に
国
際
社
会
の
目
は
十
分
に
届
か
な
い
。
彼
ら
の
組
織
文
化
に

立
っ
て
海
警
法
を
読
め
ば
、
国
内
論
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
た
規
定
も

比
較
的
容
易
に
理
解
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
２
）「
管
轄
海
域
」
は
「
海
洋
国
土
」

　

第
二
は
、「
管
轄
海
域
」
な
る
あ
い
ま
い
な
用
語
で
あ
る
。
海
警

法
で
は
管
轄
海
域
の
定
義
を
明
確
に
し
て
い
な
い
が
、
従
来
か
ら
の

中
国
の
主
張
を
見
れ
ば
領
海
、
接
続
水
域
、
排
他
的
経
済
水
域
や
大

陸
棚
の
み
な
ら
ず
、歴
史
的
権
利
と
主
張
す
る
九
段
線
の
内
側
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
第
一
列
島
線
の
内
側
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
指
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
中
国
で
は
そ
れ
ら
の
海
域
を
「
海
洋
国
土
」
と
総
称
し
、

あ
た
か
も
領
土
と
同
等
の
権
利
を
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
主
張
を

中
国
国
民
に
向
け
て
展
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
管
轄
海
域
の
上
空
も

中
国
の
管
轄
下
に
あ
る
と
の
主
張
は
、
一
三
年
に
東
シ
ナ
海
の
大
半

に
「
東
海
防
空
識
別
区
」
を
設
定
し
た
際
に
、
公
海
上
空
の
飛
行
の

自
由
を
不
当
に
侵
害
す
る
よ
う
な
規
則
を
設
け
た
事
案
か
ら
も
類
推

で
き
る
通
り
、
一
貫
し
た
中
国
の
認
識
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
上
、
二
〇
年
に
改
正
し
た
国
防
法
で
は
、
軍
事
行
動
に
よ
っ

て
守
る
べ
き
も
の
と
し
て
、「
国
家
主
権
」「
統
一
」「
領
土
」と
並
ん
で
、

新
た
に
「
発
展
利
益
」
が
追
加
さ
れ
た
が
、
こ
の
発
展
利
益
の
意
味

も
ま
た
、
管
轄
海
域
と
同
様
に
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
る
。
恣
意
的
解

釈
が
可
能
な
発
展
利
益
に
よ
っ
て
は
、
管
轄
海
域
は
さ
ら
に
際
限
な

く
拡
張
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

（
３
）「
維
権
執
法
」
は
単
な
る
「
法
執
行
」
で
は
な
い

　

第
三
は
、
管
轄
海
域
な
る
用
語
で
示
さ
れ
た
海
域
で
行
使
で
き
る

と
さ
れ
た
「
維
権
執
法
」
が
意
味
す
る
活
動
で
あ
る
。

　

維
権
執
法
な
る
用
語
は
、
二
〇
〇
二
年
に
国
家
海
洋
局
が
初
め
て

用
い
た
新
し
い
中
国
語
で
あ
り
、
中
国
の
警
察
や
法
執
行
活
動
を
規

定
す
る
「
人
民
警
察
法
」
に
そ
の
用
語
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、

改
正
さ
れ
た
ば
か
り
の
武
警
法
に
す
ら
、
海
警
に
関
す
る
わ
ず
か
四

回
の
記
述
以
外
に
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
維
権
執
法
な
る
用
語
は
、

警
察
権
や
法
執
行
活
動
に
お
い
て
一
般
化
さ
れ
た
用
語
で
は
な
く
、

海
警
の
た
め
に
生
ま
れ
た
新
語
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
維
権
は
「
人
権
派
弁
護
士
」
を
意
味
す
る
「
維
権
律
師
」

な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
個
人
の
権
利
や
基
本
的
人
権
を
保
護

す
る
」
と
い
う
文
脈
で
、
も
っ
ぱ
ら
一
般
大
衆
の
用
語
で
あ
っ
た
。

強
い
て
言
え
ば
、中
華
人
民
共
和
国
体
制
に
反
対
す
る
「
内
な
る
敵
」
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が
用
い
て
き
た
言
葉
で
あ
り
、
武
警
か
ら
見
れ
ば
「
敵
性
語
」
と
も

い
え
る
用
語
で
あ
る
。
海
洋
強
国
を
目
指
す
途
上
に
お
い
て
、
知
ら

な
い
間
に
体
制
側
が
用
語
の
意
味
を
換
骨
奪
胎
し
た
よ
う
に
も
見
え

る
。

　

海
警
法
は
維
権
執
法
に
お
け
る
基
本
任
務
の
第
一
に
、
日
本
語
で

あ
れ
ば
「
海
上
安
全
保
障
の
防
衛
」
に
相
当
す
る
「
海
上
安
全
の
保

衛
」
を
挙
げ
て
い
る
。
か
つ
て
の
中
国
で
は
、
彼
ら
自
身
が
嘆
い
て

い
た
よ
う
に
中
国
の
漁
民
は
公
権
力
を
意
に
介
さ
な
い
傍
若
無
人
な

存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
の
急
速
な
進
歩
と
「
北
斗
」
衛
星

航
法
通
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
中
国
籍
の
漁
船
や
商
船
な
ど
の
所
在

や
行
動
が
中
国
当
局
に
厳
格
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で

は
、
海
警
法
に
お
け
る
維
権
執
法
の
対
象
は
外
国
籍
の
船
舶
で
あ
る

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
中
国
の
海
上
安
全
を

害
す
る
「
外
な
る
敵
」
に
対
し
て
、
国
防
法
な
ど
で
規
定
し
た
防
衛

作
戦
と
は
異
な
る
概
念
と
し
て
、「
武
器
使
用
を
含
む
必
要
な
す
べ

て
の
措
置
」
を
講
ず
る
こ
と
を
海
警
法
で
は
規
定
し
て
い
る
。

防
衛
作
戦
と
は
異
な
る
「
維
権
執
法
」

　

国
際
公
共
財
と
し
て
の
開
か
れ
た
海
洋
や
他
国
が
領
有
す
る
領
域

ま
で
を
も
自
国
の
領
土
と
同
一
視
し
て
、
中
国
の
一
方
的
な
規
則
に

従
わ
な
い
「
外
な
る
敵
」
を
「
内
な
る
敵
」
に
対
す
る
国
内
論
理
で

対
応
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
当
然
そ
こ
に
摩
擦
が
生
じ
、
エ
ス
カ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
れ
ば
武
力
紛
争
に
至
る
。

　

管
轄
海
域
内
に
お
い
て
、「
外
な
る
敵
」
へ
の
海
上
安
全
保
障
の

た
め
の
対
応
を
、
維
権
執
法
で
あ
る
と
し
て
、
既
存
の
「
外
な
る
敵
」

へ
の
対
応
で
あ
る
防
衛
作
戦
と
は
別
物
と
す
る
の
は
、
防
衛
作
戦

す
な
わ
ち
戦
争
に
至
ら
な
い
グ
レ
ー
な
事
態
の
中
で
、「
外
な
る
敵
」

に
勝
利
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
海
警
は
す
で
に
周

辺
諸
国
の
多
く
の
海
上
法
執
行
能
力
、
さ
ら
に
は
一
部
の
国
の
海
軍

力
を
も
質
量
と
も
に
凌
駕
す
る
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

　

管
轄
海
域
で
あ
る
第
一
列
島
線
の
内
側
に
お
い
て
、
中
国
海
軍
の

支
援
を
必
要
と
し
な
い
維
権
執
法
能
力
を
海
警
が
備
え
た
あ
か
つ
き

に
は
、
第
一
列
島
線
の
内
側
か
ら
中
国
海
軍
の
灰
色
の
艦
影
は
消
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、一
見
す
る
と
中
国
が「
第

一
列
島
線
」
内
の
緊
張
を
和
ら
げ
た
か
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
醸
し

出
す
と
と
も
に
、
第
一
列
島
線
の
外
側
に
お
け
る
「
発
展
利
益
」
の

た
め
に
防
衛
作
戦
を
行
う
中
国
海
軍
の
自
由
度
を
拡
げ
る
こ
と
に
も

な
る
。
こ
れ
は
中
国
が
目
指
し
て
き
た
近
接
阻
止
・
領
域
拒
否
（
A

２
／
A
D
）
戦
略
の
一
つ
の
ゴ
ー
ル
で
も
あ
ろ
う
。

ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
て

　

繰
り
返
す
べ
く
も
な
い
が
、管
轄
海
域
で
あ
れ
維
権
執
法
で
あ
れ
、
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い
ず
れ
も
中
国
の
国
内
論
理
に
基
づ
く
一
方
的
な
概
念
で
あ
り
、
国

際
社
会
が
既
存
の
ル
ー
ル
や
価
値
観
を
曲
げ
て
そ
れ
ら
を
許
容
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。
質
量
と
も
に
増
強
さ
れ
つ
つ
あ

る
と
は
い
え
、
我
が
国
周
辺
海
域
な
ど
に
お
け
る
海
警
の
能
力
は
、

ま
だ
ま
だ
海
上
保
安
庁
の
そ
れ
を
大
き
く
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。

海
上
保
安
庁
は
毅
然
か
つ
適
切
に
対
応
し
て
お
り
、
自
衛
隊
が
海
上

保
安
庁
に
代
わ
っ
て
対
応
す
る
な
ど
、
日
本
の
対
応
を
直
ち
に
変
更

さ
せ
る
状
況
に
も
な
い
。

　

ま
た
、
許
可
を
得
て
中
国
に
入
国
し
な
け
れ
ば
観
察
・
監
視
で
き

な
い
地
上
に
お
け
る
武
警
の
活
動
に
比
し
て
、
国
際
公
共
財
で
あ
る

海
洋
に
お
け
る
海
警
の
活
動
は
、
関
係
国
の
努
力
に
よ
っ
て
観
察
・

監
視
お
よ
び
国
際
社
会
へ
の
可
視
化
が
可
能
で
あ
り
、
我
が
国
は
そ

れ
を
実
践
し
て
い
る
。
日
本
語
の
「
海
軍
力
」
に
相
当
す
る
「
海
上

武
装
力
量
」
な
る
用
語
が
草
案
の
段
階
で
は
明
示
さ
れ
て
い
た
が
、

国
際
社
会
の
懸
念
表
明
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
公
布
さ
れ
た
海
警
法

か
ら
武
装
力
量
な
る
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
用
語
は
消
え
て
い
た
。

　

か
つ
て
中
国
が
東
海
防
空
識
別
区
を
設
定
し
た
際
、
国
際
ル
ー
ル

に
著
し
く
反
す
る
中
国
の
要
求
に
対
し
て
、
国
際
社
会
は
強
く
非
難

し
そ
れ
を
認
め
な
い
行
動
を
と
っ
た
。
そ
の
結
果
、
中
国
が
一
方
的

に
定
め
た
規
則
は
次
第
に
空
文
化
、
死
文
化
し
て
今
日
に
至
る
。
当

然
、
将
来
、
国
際
社
会
が
そ
の
対
応
を
誤
れ
ば
死
文
化
し
た
文
言
が

蘇
生
す
る
恐
れ
は
消
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
国
際
社
会

の
反
応
に
対
す
る
中
国
の
戦
略
的
後
退
は
、
海
警
法
へ
の
国
際
社
会

の
対
応
に
つ
い
て
も
模
範
と
な
る
前
例
を
残
し
て
い
る
。

　

人
は
誰
も
が
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
に
陥
り
や
す
い
。
日
本
社
会
は
各

国
の
海
上
法
執
行
機
関
を
海
上
保
安
庁
と
同
じ
だ
と
誤
解
し
が
ち
で

あ
る
が
、
実
際
に
は
国
に
よ
っ
て
千
差
万
別
で
あ
る
。
軍
人
で
は
な

い
海
上
保
安
官
は
法
執
行
活
動
に
当
た
り
、
海
上
に
お
け
る
文
民
警

察
官
の
意
識
で
活
動
し
て
い
る
が
、
海
警
は
自
身
を
軍
隊
で
あ
り
軍

人
で
あ
る
と
の
意
識
の
下
に
行
動
し
て
い
る
。
組
織
文
化
が
異
な
れ

ば
、
自
ず
と
危
機
に
お
け
る
身
の
処
し
方
は
異
な
っ
て
く
る
。
こ
う

し
た
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
社
会
に
限
ら
ず
中
国
で
も
同
様
に

あ
る
。中
国
の
警
察
機
関
が
対
峙
し
て
き
た
一
昔
前
の
中
国
漁
民
は
、

当
局
へ
の
暴
力
的
抵
抗
を
厭
わ
ず
、
今
で
も
民
兵
と
し
て
武
装
訓
練

を
受
け
て
い
る
好
戦
的
な
存
在
で
あ
る
。
外
国
の
漁
民
も
そ
れ
と
同

様
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
事
実
、
南
シ
ナ
海
に
お
け

る
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
周
辺
諸
国
の
漁
船
や
漁
民
に
対
す
る
中
国
海
警
の

対
応
は
厳
し
い
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
往
々
に
し
て
想
定
外
の
不

幸
な
摩
擦
を
生
じ
さ
せ
る
。
双
方
は
、ミ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
排
し
て
、

相
手
の
異
質
な
点
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
わ
れ

わ
れ
は
毅
然
と
し
た
対
応
を
冷
静
に
と
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
●




